行 事 報 告 書（研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：　村田　節子
	 行 事 名
	甲山研修会

	実施日時
	平成 29年 11月　9日　（木曜日）　　10：00～14：30　　天候：晴

	場　所
	甲山森林公園

	テーマ
	「もみじ」と果実の成熟

	講師
	児玉　勝久　講師

	聴講者数
	３４名

	内容
（項目と概要）
	広場（9：55～10：10）
◎シニア自然大学校濱面代表理事のご挨拶、来年度本科生募集の協力要請があった。

◎児玉講師より、本日のテーマ、日程について説明あり。

・今年、西日本では８月は暑く、９月は、ぐんと冷え込んだ為、今年の紅葉は少し早い。

・「もみじ」とは、元来、秋に木の葉が色づくことを言う。紅（黄）葉の事。葉の緑（クロロフィル）が減り、黄（カロチノイド）が目立つようになる＜黄葉＞。　又、アントシアニンにより赤くなる＜紅葉＞。アントシアニンは種々あり、置換基、PHによって赤系のいろいろな色になる。又、葉の色に茶色（フロバフェン）もある。
・色づき方にも違いがある。樹の上から（サクラ）、下から（アカメガシワ）など

・常緑樹でも、不要な葉を落とす為、部分的に黄や茶色になる。

観察（10：10～14：30）
コース：広場～西門～シンボルゾーン、彫刻の道～展望台（昼食）～みくるま池～広場
カクレミノ（常緑だが黄も）、マツ（常緑だが茶も）、ヤツデ（雄花,雄性先熟）、ヌルデ（紅・虫こぶ）、アカメガシワ（黄）、ハゼ（紅・実）、ツクシハギ（種）、アマヅル（紅）、サンキライ（実）、モチツツジ（半落葉・下方が紅）、マルバアオダモ（紫）、ネジキ（赤）、カマツカ（実）、ウラジロノキ（黄、実）、コウヤボウキ（花）、オオバヤシャブシ（去年の実の中から果実）、ゴンズイ（実）、ムラサキシキブ（実）、ラクウショウ（茶、球果）、モクレン（冬芽）、ドウダンツツジ（紅）、ニシキギ（紅）、イヌシデ（茶、翼果）、タラノキ（実）、サザンカ（今年は遅れている。ツバキは年内には咲かないだろう。）、アマヅル（紅）、ホルトノキ（実）、カナメモチ（実）、コナラ（部分的に黄葉＝ハハソモミジ）、ヤマノイモ（黄）、コシアブラ（白っぽい黄）、ヒサカキ（実）、エノキ（実）、ソヨゴ（実）、イヌビワ（黄）、オニドコロ（黄、実）、ヤマグワ（黄、実）、カエデドコロ（黄）、ナツツバキ（実）、イヌザクラ（黄）、イチゴノキ（花と去年の実）、クロガネモチ（実）、コブシ（冬芽）、
柿もみじ、桜もみじ、櫨もみじ、蔦もみじ、

◎ミニ研修（12:30～13：00）

松本茂夫さんより「クイズde頭の体操」
少し難しいクイズも、頭を柔らかくして考える。固い頭には良い体操になった。最後に回答を配布してくださった。

	まとめ
感　想
	少し冷え込む秋晴れの中、それぞれの樹の紅（黄）葉のしくみ、特長などを教えて頂きながら多様な色、多くの樹の冬じたくを観察できた。
気持ち良い「もみじ狩り」の１日だった。


